
 

第 86 回 日本細菌学会総会 

ワークショップ企画の一般公募について 

 

 

第 86 回日本細菌学会のワークショップの企画提案を、以下の要領で公募いたします。 

 

 

一般公募企画の種類 

ワークショップ：1 テーマ 2時間の企画を 3テーマ採択いたします。 

いただいた企画は、総会長、総会プログラム委員会、学会シンポジウム企画調整委員会で審議調整

したうえで採否を決定し、提案者にお知らせいたします。採択された企画内容の構成は原則として

コンビーナ（提案者）にお任せいたしますが、調整が必要な場合は総会長、総会プログラム委員、

シンポジウム企画調整委員のいずれかからご連絡いたします。また、経費の都合上、非会員演者の

交通費のサポートは１名までと致しますのでよろしくお願いいたします。（総会長、シンポジウム

企画調整委員会で既に決定した企画シンポジウム･ワークショップ一覧は資料1をご参照下さい。資

料１の企画と重複しないような企画案をお願いいたします）。 

 

 

応募方法 

下記事項をご記入のうえ、第 86 回日本細菌学会総会事務局まで E-mail（saikin86@aeplan.co.jp）

でご提案ください。 

１）ワークショップ（一般公募型・依頼演題型・混合型の区別） 

２）テーマタイトルと研究領域区分・キーワード（資料 2 参照のこと） 

３）コンビーナの氏名・学会員番号・所属・連絡先 

４）概要（400 字以内） 

５）想定演者（案）の氏名・所属（一般公募型は不要） 

６）想定聴衆数 

  

 

提案締切 ９月７日（金）24 時まで 

 

 

問い合わせ先 

シンポジウム企画調整委員長 

山崎伸二 

〒598-8531 大阪府泉佐野市りんくう往来北 1-58 

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科感染症制御学領域 

E-mail: shinji@vet.osakafu-u.ac.jp 

 













 

 [資料２] 研究領域区分 

 

研究領域  キーワード 

a.遺伝子・分子系統解析 c.鑑別法 1 分類 

b.菌体成分・抗原性 d.その他 

a.生態  d.生育環境・培養条件 

b.細菌叢  e.その他 

2 生態 

c.環境細菌  

a.形態 d.ペプチドグリカン 

b.タンパク質 e.細胞骨格 

3 形態と菌体成分構造 

c.脂質・糖脂質 f.その他 

a.代謝・生合成 e.分泌と輸送 

b.運動 f.溶菌 

c.菌体内情報伝達 g.生理活性物質 

4 生理 

d.菌細胞間情報伝達 h.その他 

a.接着因子・定着因子 f.細胞内寄生 

b.細菌毒素・エフェクター g.感染モデル・病原性評価 

c.抗原性物質 h.病原性変異体・病原遺伝

子 

d.その他の病原因子 i.その他 

5 病原因子と病態 

e.細胞内侵入  

a.バイオインフォマティクス d.遺伝子機能 

b.遺伝子伝播 e.遺伝子組み換え・解析技

術 

6 遺伝子 

c.遺伝子の構造と発現 f.その他 

a. 抗菌性物質 c. 薬剤耐性遺伝子 7 抗菌性物質 

b.薬剤耐性機序 d.その他 

a.自然免疫 d.ワクチン 

b.適応免疫 e.その他 

8 免疫・生体防御 

c.免疫回避・免疫傷害・共生  

a.臨床微生物の分離・性状 c.疫学・分子疫学 9 感染症  

b.検出・同定・診断の技術 d.その他 

10 真菌・放線菌   

11 その他     
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